
畷
入札価格／落札価格の比，
競争力

入 札 は結 局勝 た な けれ ば意 味 が ない。 単 純 な価

格だ けの 最 低落 札 な ら， 他の 入 札者 にく らべ て ど

れ だけ 安い 札 が入 れ ら れる かが 勝負 であ る。 プラ

イ ス 面 でリ ー ダー に なる た めに， どれだ け 合理 的

にコ ス トの 節 約 がで きる か， ある い は値 引き が で

き る か と い う こ と で あ る
。

図 一王 は あるイ ギリ ス 人が 入 札の 統計 か ら 導き

出 したも の で ある。 統 計 処理 の 方 法な ど は省 略。

ま た 前提 と して 入 札 はいう ま で も なく 十分 に 競争

的 で， 共 謀 な ど は な い
。

ヨコ 軸 に工 事 規模 つ まり２０００万 円 だと か ５億 円

だ と かを とり， タテ 軸 は ある 会杜 の 入札 価 格 とそ

の 工 事の 落札 価 格 の比 を とる。 そ の 会社 が 落札 し

た と す れ ば， そ の 値 は１．０と な る
。

落 札 出 来 な か っ

図一１ 入札価格／落札価格の分布

１
．
２

↑
入
札
価
格
／ 王

．
１

落
札
価
格

！
．
０

Ｂ Ａ Ａ’ Ｂ
ノ

・ 工 事規 模 →

た 場 合はす べて１．Ｃ以 上 だったからである。 入札 経験

は 複 数 あ って
，

そ れ ぞ れ ⑧， Ａ な ど で し め さ れ る。

今ある会杜たとえばＡ杜の入札値／落札値の分

布（⑧ で し めす） を み る と 図 一１ の様 に なっ て い

る。 この 分 布に 一番 近 い ら しい曲 線 は図 上Ａ － Ａ’

にな る。 こ の曲 線 が なん で ある かは こ の報 告 では

あき ら か では ない。 要 はあ る工 事規 模 の近 傍 で下

に凸 な ある 種 の曲 線 だ という の で ある。

この入札値／落札値の分布の模様には二つの意

味 が あ る
。

ひ とつ は その 会 杜の 入札 値 は曲 線 の底 の 近傍 の

工 事規 模 でき わ め て落 札値 に 近く， 場 合 に よっ て

は落 札の 可 能性 が 強 い。 た と え 落札 に いた ら なく

と も， もう 少 し がん ばっ て い れ ば落札 出 来た と見

る こと が 出来 る。 そ れ から 工事 規 模が 大， 小 のい

ずれ かの 方 にず れた 場 合に は， 落 札 の確 率 は相 対

的に 低く な ると いう こ と であ る。

もうひとっ指摘できるのは各工事規模でのＡ社

の入 札値 ／ 落札 値 の バラ ツキ， つま り ここ で いえ

ばＡ － Ａ’線 か ら のバ ラツ キ であ る。 最 も 落札 確率

の 高い 工 事規 模近 辺 で は， 複数 回 の入 札 での こ の

値 のバ ラツ キ つ まり 曲 線か らの ず れの 距 離 は相対

的 に近 い。 そ れ をそ れ る と値 が大 きく な る と同 時

に 値 がバ ラ ケル の であ る。 つ まり 前 者の 場 合に は

入 札 値 が落 札値 に対 して より 精 密な い し正 確 にな

る と い う の で あ る。

同 じこと が 他の 会社 た と え ばＢ社 の 入札 （Ａ）



に つ い て も た し か め ら れ て い る。 こ の 場 合 は Ｂ

－ Ｂ∫の 形 に な る。 Ａ － Ａ’と Ｂ － Ｂ’の ち が い は 曲

線 の ひら き であ る。 Ｂ 社 の方 がよ り 広い 工 事規 模

範 囲 に 対 応 出 来 て い る。 っ ま り 曲 線 に は 鋭 く と

がった も の， ある 狭い 工 事範 囲 で集 申 的に 入札 な

い し落札 す るも の もあ れ ば， もう 少 し広 い 範 囲に

適 応 出来 る 企業 も ある と いう こ とに なる。

こ のＡ 社， Ｂ 社 とい う の は個 別 の企 業と と って

もよ い し， 企 業規 模， 特 長 な どのき わ めて 近 似 し

た 複 数 の企 業 の グルー プと考 え ても よ い。 た と え

ば Ａ
，

Ｂ を ユ グ ル ー プ と 考 え れ ば 曲 線 は Ａ － Ａ’
，

Ｂ － Ｂ’の 中 間 に 位 置 す る だ ろ う
。

こ の値 の 分布 は 言い 方 を かえ れ ば競 争力 を しめ

して いる と も言 え る。 つ まり あ る企 業 ない し企業

群 には， こ の 場合 工 事規 模 に関 して 強 い競 争力 を

有す る 近傍 が あり， そ こ で は入 札 にお いて も 有利

で， 落札 確 率 も高 い。 一 方そ れ 以 外の 分野 で は相

対 的に 競争 力 が弱 く， 入 札 でも 不利 を 蒙 ら ざる を

得 な い
。

こ こ に しる した 所見 は実態 調 査 とそ の統 計 処理

によ る もの で， 単 なる 経 験や 理 屈 による そ れ で は

な いの だ が， 一 方経験 的に もう な ず ける とこ ろ が

あ る 。

た しかに 工 事規 模に 関 して は， 比 較 的に そ れに

ふさ わ しい 企 業群 が存 在 して い る こと は経 験 上 あ

き ら か で あ る。 小 規 模 住 宅 の 修 繕 工 事 に はス ー

パ ー コ ン トラク タ ーよ り も， 町 の棟 梁 や水 道 屋さ

んの 方 が適 して い よう し， 大 規 模の 山岳 ト ンネ ル

エ事 で はそ の 逆 である。

團
中 ・ 小 企 業 に は

独自の競争範囲がある

こ の様 に みる と， 建 設 業界 は この 下 に凸 な 競争

力 曲 線 をも った 無 数の 企 業， 企 業群 で 構成 さ れて

お り， そ の 間の 競 争が お こな わ れて いる と いう 構

図 に な る
。 そ の 無 数 な 曲 線 の な か か ら， 大 ・ 中 ・

６ 建 築 コ ス ト 研 究 １９９５ｓＵＭ 旺 Ｒ

小 の企 業 のそ れ だ けを模 型 的 にと り出 してみた 一

例 が図 一 ２ である。

図 一２ 大・ 中 ・小 企業 の 競争 力 のあ り方
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た とえ ばれい さ い企 業の 場 合こ の 曲線 の左 半 分

は事 実上 存在 しな いか も知 れ ない。 小 ・ 中規 模 企

業 は 典型 的 で， こ こ はそ れぞ れ に混 み あって い る

だろう。 大 規模 企 業 は本来 は 大規 模 工事 に大 き な

有 利さ を もっ て お り， 曲線 の底 は右 方に ある が，

なお 巾の 広 いカ バ ー範 囲 をも って い る。

各 曲線 は 当然 交 叉 して いる。 た と え ば小 企業 と

申 企 業の そ れは Ｃ 点 で交わ る。 こ の 工事 規 模Ｃ’よ

り 小さ い 工 事領 域 では 小企 業 の方 が強 く， 大 き け

れ ば申企 業 の方 が 強い。 周 じこ とは 中 一大 の関 係

でも 言え， 中 企 業 はこ の場 合Ｄ’以 下 で は大 企業 よ

り も優 位 で ある。も っ とも Ｄ 似 下 の とこ ろ には 別

の中 ・小 企 業が あ って， 大 企 業 とも 小 企業 とも 競

り 合っ て いる 訳 だ。 つ まり 申 ・小 の個 別 企 業の 競

争力 はそ ん なに 広 い範 囲に 及 ぶと いう よ り も集 中

的でや や 範 囲が せ まい とも 考 え られる。

さて こ う して， 各企 業 はそ れ ぞれ 独 自の 競争 範

囲 を もっ て いる。 少なく と も 大企 業 か ら小 企業 ま

で， 一般 的 に競 争 関係 にあ った と して， 常 にこ の

市 場 全体 が 大企 業 に牛 耳 られ， 小 企 業 はい つで も

負 けて しまう と いう こ と は言 えな い の である。 こ

の 点 は割 に重 要 な こと であ る。 と もす れ ば競 争 条

件 が 強 ま る の に 応 じ て， 大 企 業 が 中 小 市 場 ま で

せ っ けん して しまう と いう 説 をの べる 人 が いる か



ら で あ る
。

も っ と も こ の 絵 を み て， そ ん な に き れ い に う ま

く 行く か とい う 人も ある。 そ れは そ の通 り で， こ

れ は かな り模 型 的な 話 に なって い る。 しか し， 図

一ユが競争的な入札市場の実績 データから作られ

て いる こ と はた しか で， そ う した 経 験 をもた な い

わ れわ れ と して は反 対す る 程の デ ータ も ない の で

あ る。

馬
得意分野とは情報の密度が

濃 いとこ ろである

さ て， 以上 は 工 事規 模 に関 して だ け， 企業 に は

独 自 の 競 争力 が そ れ ぞ れ に あ る と い う 事 実 で あ

る。 その こ との 背景 は 何 であ るの か とい う こ とは

考 え る に 値 い す る だ ろ う。

（１） ひ とつ は技 術 のち が い。 例 え ば小 工事 に 有効

な 小 容 亀 小 旋 回の 小マ ワ リ のき く バッ ク ホー は，

大規模工事ではあまり能率的でなく， 大容量の土

工機 械 が必 要 とさ れる。 一 方こう した 大容 量 の機

械は小工事ではもて余す。 木造住宅の修繕工事と

超 高 層 の オ フィ ス ビル 新 築 の 段 取 り は 全 く ち が

う 。

（２） 管 理 機構 と そ れを まか なう べき 固定 的費 用 な

ど財務の差異。 小規模工事の分野では大企業なみ

に 完 傭 した本 社 管 理機 構 は必 要 と しな い。 一方 で

大企業の固定費は大規模工事ではじめて効率的に

回収 さ れ得 る。契約 条 件 によ って は資 金負 担な ど，

財 務 的能 力 を必 要 とす る。

（３） 工事経験。 大工事の工事条件は小工事のそれ

と大 巾 にち が い， 仮 設段 取 り， 施工 管 理 な どに 経

験 的な ノウ ハ ウ と場 合に よる と理論 的 知 識を 必 要

と し， そ れを 欠く 場 合大 巾 なリ スク を か かえ 込 む

可 能性 が ある。 今ま で経 験 の ない 工事 規 模に 挑 戦

す る のは きわ めて 魅力 的だ が， 一 方 で今 ま でに な

い 規模 の 打撃 を こう むる 可 能性 が ある。 コス ト の

予 測も む っ か しい。 施 主と しても 施 工 経験 のあ る

企業 に やっ て も らう 方が 安心 で ある。

（４） 支 配 し得る 資 源状 況 の差 異。 必 要 な技 術者 の

保有， 資機 材 な どの調 達 能力 も そう だ が， 例 え ば

必要 な 現場 労 働力 の入 手 性，調達 の 量と 質 な どは，

そ れぞ れの 企 業 でお の ずと定 ま って お り， そ れを

極 端に 越す こ と は不 可能 だ し， 一方 そ れ らを 全く

手離 して しまう わ け にも いか な い。

以上一部は経験約情報の差異であり， 一部は財

務能 力 であ る。

そ う する と こ れら の差 異 に由 来す る 競争 力 の差

は 必 ずしも 工 事規 模 に だけ かか わる も の でな いこ

と がわ かる。 現実 の 企業 の 多く は ある 特 定の 地域

に 活動 の 根拠 をお き， ある 種の 工 事例 え ば一 般 土

木 なり 建築 な りの 専 門業 と して 出 発 し， 似 た 様な

工 事 経験 を重 ね， 地 域 需要 や施 主 の様 子 もわ かっ

て おり， 地域 的 な労 働力 事 情， どこに どんな 人間

が おり， 比較 的 安く 手 ばや く入 手 でき る 資機 材 の

売 手 があ る かな どを承 知 して いる。 信 用 が あれ ば

必 要 資金 を 用立 てて く れる 先 も ある。

つ まり 工 事規 模 に加 えて， 個々 の 建設 業 の活 動

市 場 に は
，

地 域 ・ 施 主 ・ 工 事 種 類 一 ・・ご と に 独 特

な競 争力 を もち 得 る領 域 が存 在 して おり， 大 企業

と いえ ども 本 社向 い側 の ビルの 工 事が どう して も

と れ な い と い う こ と が ザ ラ に お こ る の で あ る。

前々 号に あっ た入 札 の 際の 応札 要 因， 入札 価 格 の

決 定要 因 があ らた め て 思い 出さ れ る。

同 じく 前々 号 の競 争 戦略（！）の プライ スリ ー ダー

シ ッ プは 入札 に お ける 提示 価格 の 争い で あり， 同

時 に（３）の ニ ッチ 戦 略， 得意 分 野 での 経験 の 深さ，

情 報 の豊 富さ が入札 に お いて 一定 の 有利 を もた ら

す の であ る。 （古 川 修）
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